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酪農に憧れや興味を抱き、実践をとおして
酪農を学ぶ学生達は今、何に興味を持ち、
どのような活躍をしているのか ?
未来の酪農業界を担う期待の星を紹介 !

私の出身は東京都で、酪農や畜産
にはまったく縁がない環境で生活
してきました。昔から自然豊かな
場所で動物に関わる仕事がしたい
と思っており、高校進学と同時に
思いきって進学しました。岩見沢
農業高校では、牛のほかに鶏、豚な
ど他畜種もいますが、牛が一番世
話のしがいがあり、牛の専攻に進
みました。毎日が楽しく、充実して
います。作業をするうえで重要な
ことは、自分で考えて行動するこ
とはもちろん大切なのですが、そ
れ以上に人の話をしっかり理解し
て聞くことが重要だなと思いま
す。また、実際に動物に関わってみ
て、私は群全体というよりは、動物
の個体ごとに向き合って世話をす
ることが好きということに気がつ
きました。（2年生、坂本 菜緒さ
ん）

私は教員になるまで畜産の経験が
なく、新たに畜産を勉強しながら
も携わっています。生徒達には多
くを教えない、指示を少なくする
ようにしています。聞かれても「ど
うするのが良いと思う？」と答え
を引き出すように心がけていま
す。そこで生徒がどう考え行動す
るのかを楽しみながら見届けてい
ます。（工藤 拓郎先生）

私は埼玉県の出身です。きっかけ
は動物が好きという気持ちからで
した。畜産を学びたく、思いきって
北海道まで来ました。はじめて牛
と間近で接し、動物としての魅力
と、酪農という産業としての魅力
に引き込まれ、すっかりハマりま
した。よく見ると牛ごとに性格や
表情が違うこと、エサや管理のや
り方次第で食べ方や健康具合が変
わるなど面白いことがたくさんあ
ります。今は、アニマルウェルフェ
アを大切にした酪農経営に興味が
あり、先進的な取り組みを経験し
たく、海外の牧場で働きたいなと
思っています。（2年生、小林 葵々
さん）

学生　　牛部 今！

私の実家は稲・畑作農家で、畜産
はここに来て初めての経験です。
牛飼いは本当に難しく、大変だと
思うことも多々あります。そんな
なか、農業が身近にあったので私
が生徒に伝えられることは、食品
を生産するということは非常に重
要な仕事で、周りの同業者や消費
者に対して責任が伴うというこ
と。外部と接しても恥ずかしくな
いような生徒であってほしいで
す。（中澤 遼太先生） 社会人としての自覚も

ここで搾った生乳は当然のごとく出荷されます。それは、
食品として消費者の皆さんの口に入るということ。教員・
生徒ともに決して粗末なものを出荷してはならないとい
う自覚を持って取り組むよう心がけています。

酪農を通じて
地域との繋がりを
岩見沢という地域は稲・畑作
が充実しており、日本酒の酒
蔵やワイナリーなども存在
します。最近はそうした地域
の他産業から廃棄されるも
のなどを譲り受け、エサとし
て給与する取り組みを行
なっています。生徒の関心は
高いです。

正解があったとしても教えない
牛舎での実習はとくに、先人達や全国の先輩酪農家が築きあげた
ノウハウが多く存在します。正解のやり方を教えてしまえば作業
は早いのですが、せっかくの実習という機会、生徒達で考え話し
合いながら答えに辿り着くことで学びが深まると思っています。

NO.11

北海道岩見沢農業高等学校

概要
北海道岩見沢農業高等学校　畜産実習（2年生）
生徒数8名（取材日は交通機関のトラブルにより寮生以
外の生徒は欠席）
ホルスタイン19頭、ジャージー 1頭、黒毛和種3頭（う
ち雌2頭）
16床繋ぎ牛舎、ルーズバーン、キャリロボ、自動給飼機
圃場面積14.4ha
活動内容：牛舎の衛生維持をはじめとした牛舎作業全
般を行なう。非農家出身の割合が多く、酪農が身近にな
い生徒の酪農畜産業界の入り口として教育を行なう。生
徒は実践的な作業を通じて酪農や畜産業界の基礎を学
ぶ。
担当教諭：工藤 拓郎先生、中澤 遼太先生

提供 : 北海道岩見沢農業高等学校（別日に撮影）

酪農は憧れだけでは続かない
一般家庭の生徒を受け入れる
ことが多い本校では「動物が
好き」や「牛が可愛い」という
きっかけで酪農を目指す子達
が多いです。もちろんそれは
素敵なことですが、それ以外
にも、力仕事や生き物を相手
にする大変さも併せて学んで
もらいたいと思っています。
酪農の良い部分も厳しい部分
も知ったうえで、将来への選
択肢にしてほしいと思ってい
ます。
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